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フリートーク 未定

担当：水間会員

会長任期も残り1か月となり、そろそろ反省と総括の
時期になって来ました。
そこで、今年度の当クラブテーマである「変化をもた

らす力：会員増強」についてお話ししたいと思いま
す。
みなさまがご存じの通り、イアン・ライズリーRI会長

による今年度のテーマは「ロータリー: 変化をもたらす
（MAKING A DIFFERENCE）」です。またこれを、当
地区の片山勉今年度ガバナーは「個性を活かし、参加
しよう」というスローガンに打ち出されています。
今年度の当クラブテーマはこの二つに基づいたもの

です。さて、「変化をもたらす」ためには「力」が必
要です。では「クラブの力」とは何でしょうか？会長
に就任する前にこのことを考えました。いろいろなフ
ァクターが考えられます。出席率もそうでしょう。会
員個々人の個性と活動もそうです。また、会員の力を
発揮するには参加の機会が多ければ多いほど良いでし
ょう。そして会員の数が必要です。

上記のようなファクターを合わせると、以下のよ
うになります。
「出席率×会員の質（個性と活動）×参加機会×会
員数」
つまり「クラブの総活動量」がクラブの力だとい

う事ですね。
この中で、最大の鍵となる要因は何か、その結論は

「会員数」だと考えました。まず、会員数が多けれ
ば予算が大きくなります。予算が多ければ、より沢
山の参加機会を会員に提供することが出来ます。ま
た、新しく入会された会員の個性や得意分野がクラ
ブに加わります。会員が少なくては、出席率が高くて
も活動量には自ずと限界があります。
そのような考えを踏まえて、今年度の当クラブテ

ーマを「変化をもたらす力：会員増強」としたわけ
です。未だ少し時期尚早ではありますが、その結果
はどうだったか？
まず、会員増強については今年度の早い段階で3名

の新会員に参加して頂くことが出来て順調な滑り出
しでした。しかし、その後は新会員が無くクラブ内
目標である5名に達することが出来ませんでした。

（２ページへ続く）

青少年奉仕月間

会長：秀島博規

「変化をもたらす力：会員増強」



（１ページより）
会員への働きかけが上滑りしたことを、会長として大い
に反省しております。
では、上記「クラブの総活動量」はどうであったか？昨

年 7 月から本年 4 月までの例会とイベントへの当クラ
ブ会員の出席者数を集計してみました（メイクとビジタ
ー /ゲストを除く）。
まず、ホームクラブ例会への出席人数ですが、744 名

と 81名（12.2％）増加しました。この内訳は、出席会員
が 515 名で 65名増（+14.4％）、出席免除会員が 229 名
で 16名増（+7.5％）となっています。ちなみに、例会 1
回当りの出席者数（例会は 3回増加）も 23.3 人で 2％増
と僅かながら増えています。
次にイベントの参加会員については、区民まつりが

28名で 6名増加、国際交流のつどいが 21名（比較なし
）、クリスマスが 25名で 5名増加、2月のアーモンド植
樹が 10名と 1名増加、3月のＩＭ6組ロータリーデイ
が 12名と 2名増加になっています。
以上のように「クラブの総活動量」＝「クラブの力」を

拡大するという狙いは、充分とは言えませんが、それな
りの成果を挙げたものと思っています。当クラブの今後
を描くうえで、皆様の参考になれば幸甚です。

次年度幹事を務めさせていただくことになりました、
源です。よろしくお願いいたします。

私が大阪鶴見ロータリークラブに参加させていただく
ことになったのは、津野さんから卓話を頼まれたのが
きっかけでした。私の仕事は、web 作成やネットワーク
の構築、保守管理など IT に関しての業務なのですが、
それとは別に青少年育成のために柔道大会を主催した
り児童養護施設の子どもたちと遠足に参加したりなど
のボランティア活動をしたりしていましたのでその関
係の卓話をさせていただいたと思います。その時の会
長が水間さんで、幹事が井上さんでした。
しばらくして、津野さんから連絡が入り女性会員を募
集しているので入会を考えてみないかと言われ最初は
お断りをしていたのですが、「井上さんが好きなもん
食べさせてくれるって言うてはる」と言う言葉につい
つい流されてしまい、すごく美味しい日本酒をいただ
いたのですがそれでもやっぱり無理なのでは？と二の
足を踏んでいた時に、発さんから連絡がありもう１人
女性会員が入るから、お昼ご飯一緒に食べましょうと
お声掛けいただき結局、食につられて入会をしたのが
３年前になります。

１年目は、借りてきた猫のように毎週おとなしく座っ
ていたと思います。始まりの歌も、ロータリー特有の
言い回しもよくわからず何となく時間を過ごしていた

ように思います。唯一、お昼ご飯が美味しいって言う
ので休まず参加してたのかもしれません。

２年目は、ちょっと慣れてきて区民祭りや作文コンク
ールなどのホームクラブでの活動や地区が主催される
イベントに参加しロータリーがしていることが少し見
えてきたように思います。でも、まだまだロータリー
がどのような団体かがわからずトンチンカンな感じで
した。
そして３年目の今、何の手違いか次年度幹事を引き受
けしてしまいエライこっちゃと樋口さんや山本次年度
会長にいろいろと教えていただきながら、改めてロー
タリーとはなんぞや？！ということを学ばせていただ
いています。

私と同じ頃に入会されたみなさんもきっと、ロータリ
ーって何をしてるの？と聞かれてもよくわからないの
ではないでしょうか？新入会員を勧誘するにも、そこ
が説明できずにお声掛けするのはすごく難しいと思い
ます。稀に私のように食につられて入会する方もいら
っしゃるかもしれませんが…。特殊なケースだと思い
ます。

先週、山本次年度会長から次年度の会長方針の発表が
ございましたがこの会長方針はすごくわかりやすかっ
たのではないでしょうか？私が疑問に思っていたロー
タリーって何？何するところ？と言う問いに、答えて
くれていると思いました。「ロータリークラブは寄付
団体でも慈善団体でもボランティア団体でもなくロー
タリアンの心の開発を第一義とする団体である」とい
うことです。要は、自分自身の向上のための場にすれ
ばいいのではないか？と言うように私は捉えました。
なぜ、例会に出席するのか？なぜボランティア活動を
するのか？という答えがでたように思います。

私が大阪鶴見ロータリーに在籍させていただいた３年
でも様々な出会いがあり、ここに所属してなければ知
り合えない方々と知り合い仕事や生き方のお話をきか
せていただくことで、自分の成長につながることがた
くさんありました。これって、ちょっと考え方を変え
て新しいアンテナを向ける機会をいただけたと思って
いいのではないでしょうか。

次年度会長方針の中に、クラブの基盤強化を掲げて見
えます。少しでも魅力のあるホームクラブにするため
に、思考錯誤していただいたと思います。
その中に「まずは会員の心に火をつける親睦を」とう
たわれています。そのために、炉辺会合を増やしアン
ダー 50 の会を発足します。炉辺会合は例会時は、なか
なかできない話や相談ができる場にしたいなと思って
おります。こちらはすべての会員対象です。
アンダー 50 の会は名前の通り、50 歳までの若手会員
のコミュニケーションを測ってもらいたいと思ってい
ます。ロータリーについて語るというのはなかなか難
しいかもしれませんが、こんなイベントしようとか、

こんなボランティアしたいとかとりあえずなんでもテ
ーブルにあげれる場にしていければと思っています。
実はロータリーでこんなことしてたらしいとか、あん
なことできるみたいだということはなかなかわからな
いことも多いのですが、世界と繋がっているロータリ
ーの土俵はかなり大きいと思っていますのできっと、
面白いことができると思います。そして、私ももちろ
ん参加対象なのです、自称 28 歳と言い張ってきまし
たが、アンダー 50 が以下か未満かで年度途中に退会
しなければいけません。それまでに、何か新しい企画や
取り組みが１つでもできればいいなと思っております
ので若手のみなさんよろしくお願いします。

また、出席強化例会がありますのでその週はできるだ
けスケジュールを調整いただき、参加していただきま
すようお願いします。具体的には、山本次年度会長も
お話されていたように会員のみなさんのプロフェッシ
ョナルなお話をざっくばらんにしていただき、見聞を
広げていける機会になればと思っております。

次年度の例会数は４１回になります。その中で、３回
目の例会時は今まで食事をバイキングにしておりまし
たが、食べ残しも多い為、軽食（ライトミール弁当相
当）にさせていただき、その差額を活動費にさせてい
ただきたいと思います。

以上 次年度会長方針に伴い、幹事からお願いをさせて
いただきますした。何かと不手際も多いかと思います
が、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

幹事報告 幹事：高木　茂

理事会報告 幹事：高木　茂

￥１６，０００.-　　　　累計　￥１，１５２，０００.-

￥１3，０００.-　　　　累計　￥３０４，０００.-

5月22日（火）第３回・次年度第１回クラブアッセンブ
　　　　　　　リーその２　IM３組会長、幹事会

１７時より　ひらかた仙亭
秀島会長、高木幹事、山本エレクト、源
副幹事が出席します。

5月26日（土）第１回さつまいもPJ苗植　１３時より受
　　　　　　　付　多数ご参加お願い致します。
5月29日（火）クラブフォーラム青少年奉仕部門　　　
　　　　　　   グリーブ１１時より練習

＊6月2日（火）琵琶湖テラス、6/2ハニー珈琲工場見学
日帰りバス旅行の集合時間は太閤園玄関前８時４５分
とさせていただきます。
＊6月19日（火）17時３０分より夜例会、続いてホタル
の  夕べ家族会・ソニア送別会を開催しますので多数ご参
加下さい。

　事務局の樋口さんは次年度７月より、現在の週５日勤
務から週４日勤務へ変更します。これに伴い基本水曜日
を休業（祝日がある週は出勤）することが承認されまし
た。

水 間 会 員 この土日に嫁さんが行きたがっていた富士
山に一泊旅行をしました。840kmをハコ
スカで往復し、小生も楽しみました。

笹 野 会 員 まことに申し訳ありません。罪悪感にさい
なまれております。

山 崎 会 員 前回欠席のお詫び。
中 村 会 員 本日早退のお詫び。

秀 島 会 員 前回例会欠席のお詫びします。来週も欠席
で申し訳ありません。

担当：源会員

次年度幹事からのご連絡とお願い



5月22日【1591回】

担当：山崎会員

次年度幹事を務めさせていただくことになりました、
源です。よろしくお願いいたします。

私が大阪鶴見ロータリークラブに参加させていただく
ことになったのは、津野さんから卓話を頼まれたのが
きっかけでした。私の仕事は、web 作成やネットワーク
の構築、保守管理など IT に関しての業務なのですが、
それとは別に青少年育成のために柔道大会を主催した
り児童養護施設の子どもたちと遠足に参加したりなど
のボランティア活動をしたりしていましたのでその関
係の卓話をさせていただいたと思います。その時の会
長が水間さんで、幹事が井上さんでした。
しばらくして、津野さんから連絡が入り女性会員を募
集しているので入会を考えてみないかと言われ最初は
お断りをしていたのですが、「井上さんが好きなもん
食べさせてくれるって言うてはる」と言う言葉につい
つい流されてしまい、すごく美味しい日本酒をいただ
いたのですがそれでもやっぱり無理なのでは？と二の
足を踏んでいた時に、発さんから連絡がありもう１人
女性会員が入るから、お昼ご飯一緒に食べましょうと
お声掛けいただき結局、食につられて入会をしたのが
３年前になります。

１年目は、借りてきた猫のように毎週おとなしく座っ
ていたと思います。始まりの歌も、ロータリー特有の
言い回しもよくわからず何となく時間を過ごしていた

ように思います。唯一、お昼ご飯が美味しいって言う
ので休まず参加してたのかもしれません。

２年目は、ちょっと慣れてきて区民祭りや作文コンク
ールなどのホームクラブでの活動や地区が主催される
イベントに参加しロータリーがしていることが少し見
えてきたように思います。でも、まだまだロータリー
がどのような団体かがわからずトンチンカンな感じで
した。
そして３年目の今、何の手違いか次年度幹事を引き受
けしてしまいエライこっちゃと樋口さんや山本次年度
会長にいろいろと教えていただきながら、改めてロー
タリーとはなんぞや？！ということを学ばせていただ
いています。

私と同じ頃に入会されたみなさんもきっと、ロータリ
ーって何をしてるの？と聞かれてもよくわからないの
ではないでしょうか？新入会員を勧誘するにも、そこ
が説明できずにお声掛けするのはすごく難しいと思い
ます。稀に私のように食につられて入会する方もいら
っしゃるかもしれませんが…。特殊なケースだと思い
ます。

先週、山本次年度会長から次年度の会長方針の発表が
ございましたがこの会長方針はすごくわかりやすかっ
たのではないでしょうか？私が疑問に思っていたロー
タリーって何？何するところ？と言う問いに、答えて
くれていると思いました。「ロータリークラブは寄付
団体でも慈善団体でもボランティア団体でもなくロー
タリアンの心の開発を第一義とする団体である」とい
うことです。要は、自分自身の向上のための場にすれ
ばいいのではないか？と言うように私は捉えました。
なぜ、例会に出席するのか？なぜボランティア活動を
するのか？という答えがでたように思います。

私が大阪鶴見ロータリーに在籍させていただいた３年
でも様々な出会いがあり、ここに所属してなければ知
り合えない方々と知り合い仕事や生き方のお話をきか
せていただくことで、自分の成長につながることがた
くさんありました。これって、ちょっと考え方を変え
て新しいアンテナを向ける機会をいただけたと思って
いいのではないでしょうか。

次年度会長方針の中に、クラブの基盤強化を掲げて見
えます。少しでも魅力のあるホームクラブにするため
に、思考錯誤していただいたと思います。
その中に「まずは会員の心に火をつける親睦を」とう
たわれています。そのために、炉辺会合を増やしアン
ダー 50 の会を発足します。炉辺会合は例会時は、なか
なかできない話や相談ができる場にしたいなと思って
おります。こちらはすべての会員対象です。
アンダー 50 の会は名前の通り、50 歳までの若手会員
のコミュニケーションを測ってもらいたいと思ってい
ます。ロータリーについて語るというのはなかなか難
しいかもしれませんが、こんなイベントしようとか、

こんなボランティアしたいとかとりあえずなんでもテ
ーブルにあげれる場にしていければと思っています。
実はロータリーでこんなことしてたらしいとか、あん
なことできるみたいだということはなかなかわからな
いことも多いのですが、世界と繋がっているロータリ
ーの土俵はかなり大きいと思っていますのできっと、
面白いことができると思います。そして、私ももちろ
ん参加対象なのです、自称 28 歳と言い張ってきまし
たが、アンダー 50 が以下か未満かで年度途中に退会
しなければいけません。それまでに、何か新しい企画や
取り組みが１つでもできればいいなと思っております
ので若手のみなさんよろしくお願いします。

また、出席強化例会がありますのでその週はできるだ
けスケジュールを調整いただき、参加していただきま
すようお願いします。具体的には、山本次年度会長も
お話されていたように会員のみなさんのプロフェッシ
ョナルなお話をざっくばらんにしていただき、見聞を
広げていける機会になればと思っております。

次年度の例会数は４１回になります。その中で、３回
目の例会時は今まで食事をバイキングにしておりまし
たが、食べ残しも多い為、軽食（ライトミール弁当相
当）にさせていただき、その差額を活動費にさせてい
ただきたいと思います。

以上 次年度会長方針に伴い、幹事からお願いをさせて
いただきますした。何かと不手際も多いかと思います
が、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

会員数　 　 　 　 34名

（内出席規定免除   9名）

出席会員   24名中  15名

出席免除会員  10名中  6名

出 席 率 21/30  70.00%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 21名

前々回  5/8   Ｍ/Ｕ 0名

修正出席率　    70.97%




